
聞き取り調査にもとづく 
明治三陸地震津波被災範囲の復原 
―岩手県山田町大浦を例に― 
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｢明治二十九年海嘯被害戸口調査表(大浦)」 



「お宅はもともとどこに？」 
－仮設住宅集会所での聞き取り調査－ 



明治三陸津波における大浦地区の被害実態 
－聞き取り調査の成果①－ 



大浦地区における明治三陸津波後の高台移転 
－聞き取り調査の成果②－ 



まとめ／明らかになったこと 
－学びあうことによって生まれた成果－ 

  

 ①明治三陸地震津波において，大浦では海岸道路沿いの家屋 

  が被災した 

 ②被災後の大浦の人々は，大した距離を移転していない 

    ＝浸水限界のすぐ外に移動！！ 

 ③平成の復興住宅は川半貝塚の高台緩斜面部に造成！！ 
  

 →以上は近代における漁業集落事情【海への最短立地】と 

  縄文時代川半貝塚の立地【１段以上高い段丘や斜面】の対比 

  です。津波災害と生活再建の人類史として理解しましょう！ 


